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ErJ本忌

て
一
絵
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
も
欠
か
せ
な
い
。
要
介
護
度

に
応
じ
て
型
時
間
対
応
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
今
年
４
月
に
導

入
さ
れ
た
が
、
８
月
未
時
点
の

全
国
の
事
業
所
は
両
ヵ
所
に
と

ど
ま
る
。
厚
労
省
は
「
今
後
は

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
事
業
所
の

事
例
な
ど
を
紹
介
し
、
参
入
を

促
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（
今
井
孝
芳
、
舘
野
真
治
）

を
家
庭
に
派
遣
す
る
も
の
で
『

敦
賀
温
泉
病
院
な
ど
の
取
り
組

み
を
参
考
に
し
て
い
る
。

玉
井
院
長
に
よ
る
と
、
市
民

講
座
な
ど
の
啓
発
を
積
み
重
ね

た
結
果
、
認
知
症
が
重
度
に
な

っ
て
か
ら
病
院
に
駆
け
込
む
ケ

ー
ス
が
減
っ
た
と
い
う
。

近
隣
の
同
県
若
狭
町
で
は
、

相
談
を
受
け
る
前
か
ら
予
防
的

に
専
門
の
看
護
師
が
家
庭
訪
問

し
て
い
る
。
同
様
の
取
り
組
み

を
広
げ
る
に
は
「
地
域
全
体
の

理
解
や
行
政
の
支
援
が
不
可

欠
」
と
玉
井
院
長
は
話
す
。

在
宅
中
心
の
ケ
ア
を
進
め
る

に
は
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
医

師
を
増
や
す
必
要
も
あ
る
。

日
本
認
知
症
学
会
に
よ
る

と
、
国
内
の
専
門
医
は
現
在
約

７
６
０
人
。
経
験
な
ど
が
問
わ

れ
る
専
門
医
を
短
期
間
で
大
幅

に
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
５
カ
年
計
画
は
研
修

を
通
じ
、
一
定
程
度
の
専
門
知

識
を
持
つ
か
か
り
つ
け
医
を
現

在
の
３
万
５
千
人
か
ら
５
万
人

に
増
員
す
る
目
標
を
立
て
た
。

か
か
り
つ
け
医
を
指
導
す
る
サ

ポ
ー
ト
医
師
も
２
５
０
０
人
か

ら
４
千
人
に
増
や
す
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
。

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
（
愛
知
県
大
府
市
）
脳
機
能

診
療
部
の
鷲
見
幸
彦
部
長
は

「
早
期
発
見
に
は
、
医
療
側
と

介
護
・
福
祉
側
の
連
携
が
不
可

欠
。
医
師
の
育
成
と
並
行
し
、

地
域
の
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

・
鐸
ぐ
ん
梗
塞
言
で
葛
必
要
か
認

る
」
と
指
摘
す
る
。

患
者
本
人
と
家
族
が
安
心
し

て
一
緒
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

畑両君却詞画一宅⑤奄唾”。‐唾や＝日記■甲■
p毎画

灘

福
井
県
敦
賀
市
の
敦
賀
温
泉

病
院
は
認
知
症
に
詳
し
い
看
護

師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ら

が
主
に
２
人
１
組
で
「
お
出
か

け
専
門
隊
」
と
し
て
家
庭
を
訪

ね
、
症
状
が
初
期
の
う
ち
か
ら

積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
厚

労
省
が
各
市
区
町
村
に
設
置
し

て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
家
族
な
ど
か
ら
相
談
が
あ

っ
た
場
合
、
病
院
に
連
絡
し
て

も
ら
う
仕
組
み
。
玉
井
顕
院
長

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
け
て
き

た
自
宅
訪
問
を
加
年
か
ら
組
織

化
し
た
も
の
だ
。

厚
生
労
働
省
が
来
年
度
か
ら

始
め
る
認
知
症
施
策
の
５
カ
年

計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
は

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
」
を
掲
げ
、
在
宅
中
心
の

ケ
ア
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。
早
期
診
断
を
担
う
医
療

機
関
を
増
や
し
た
り
、
発
症
初

期
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
す
る
専

門
家
チ
ー
ム
を
作
っ
た
り
す
る

の
が
プ
ラ
ン
の
柱
。
先
行
的
な

取
り
組
み
の
現
状
と
実
現
に
向

け
た
課
題
を
ま
と
め
た
。

そ
の
場
で
処
方
雲

「
調
子
は
ど
う
で
す
か
」

「
暴
れ
た
り
騒
い
だ
り
す
る

こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
」

岨
月
中
旬
、
千
葉
県
旭
市
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や
す

ら
ぎ
園
」
に
精
神
科
病
院
「
海

上
寮
療
養
所
」
（
同
市
）
の
上

野
秀
樹
医
師
が
看
護
師
と
一
緒

に
訪
れ
た
。
入
所
す
る
認
知
症

の
高
齢
者
の
様
子
な
ど
を
施
設

職
員
か
ら
聞
き
取
っ
て
携
帯
用

の
電
子
カ
ル
テ
端
末
に
打
ち
込

み
、
薬
の
処
方
菱
を
龍
蝿
本

人
を
問
診
し
て
症
状
を
確
認

し
、
職
員
に
は
ケ
ア
の
留
意
点

を
助
言
し
た
。

認
知
症
に
よ
る
妄
想
や
排
掴

（
は
い
か
い
）
な
ど
が
悪
化
す

厚生労働省の認知症施策5カ年計画の主な内容厚生労働省の認知症施策5カ年
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認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
家

族
に
は
、
半
年
ほ
ど
か
け
て
病

気
や
治
療
の
概
要
だ
け
で
な

く
、
日
常
の
心
構
え
な
ど
も
教

え
る
。
玉
井
院
長
は
必
要
に
応

じ
て
自
宅
に
足
を
運
び
、
生
活

ぶ
り
も
確
か
め
る
。

先
進
的
試
み
参
考
に

５
カ
年
計
画
の
目
玉
の
一
つ

が
「
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」

の
設
置
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
看
護
師
や
作
業
療
法

士
ら
で
つ
く
る
専
門
家
チ
ー
ム

20憧隼度,金一………熱20憧隼度,金一………熱

専門知識を持った
かかりつけ医

3万5000人 …諺

かかりつけ医を
指導するサポート医

4000人2500人 …諺

モデノノ事業を
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一
‐
厚
実
害
崎
認
知
症
施
鍔
５
天

宝鑑蕊
早期診断を担う
医療機関

が
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
は
不

適
切
だ
と
し
て
、
在
宅
中
心
に

変
え
る
と
の
基
本
目
標
を
打
ち

出
し
た
。

判
明
し
た
。

蕊蕪識約500カ所約170カ所
篭

…診

700人
｡R詮巽瀕
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》
鍵
葱
噸
一
唖
癖
錘
唾
壷
唖
畦
雪
誇
癖
趣
揖

175人I農…鯵175人

》
鍵
鱗
鍵
帽
一
年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る

と
、
２
０
１
２
年
時
点
で
介
護

蝿
識
鱗
蝿
鋳
蕊
鋤
一

穏
夷
援
ガ
必
要
な
認
知
症
α
言

約
１
割
に
な
っ
た
。
岨
年
時
点

以
上
の
人
口
に
占
め
る
割
合
は

齢
者
は
３
０
５
万
人
で
、
開
歳

人
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
と
み

ま
り
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

加
え
、
認
知
症
へ
の
関
心
が
高

間
で
倍
増
。
同
省
は
高
齢
化
に

叩
年
時
点
の
将
来
予
測
で

は
、
加
年
２
０
８
万
人
▽
旭
年

２
５
０
万
人
▽
加
年
２
８
９
万

人
▽
泌
年
３
２
３
万
人
１
１
に

て
い
る
。

の
推
計
１
４
９
万
人
か
ら
加
年

１
割
に

る
と
、
ケ
ア
が
家
族
や
施
設
の

手
に
負
え
な
く
な
り
、
精
神
科

病
院
に
入
院
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が

少
な
く
な
い
。
だ
が
上
野
医
師

は
「
長
い
入
院
は
本
人
の
生
活

能
力
が
低
下
す
る
な
ど
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
適
切
な
ケ
ア

や
対
応
の
工
夫
で
多
く
の
症
状

は
改
善
す
る
」
と
話
す
。

上
野
医
師
は
２
０
０
９
年
ｎ

月
か
ら
認
知
症
の
高
齢
者
宅
や

施
設
へ
の
訪
問
診
療
を
開
始
。

こ
れ
ま
で
に
診
察
し
た
妄
想
や

俳
掴
な
ど
の
症
状
の
あ
る
約
７

訪
間
診
療
で
入
院
抑
制

か
か
り
つ
け
医
増
員
課
題
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剛
臼
盈
咋
佳
へ

年で倍増300万人突破､10 特別養護老人ホームで認知症の高齢毛苛を
問診する上野医師（16日、千葉県ﾉI旦市）

使
っ
て
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
廻

年
は
３
０
５
万
人
で
、
そ
の
後

は
胴
年
３
４
５
万
人
▽
加
年
４

１
０
万
人
▽
妬
年
が
４
７
０
万

厚
労
省
が
加
年
時
点
の
介
護
保
っ
た
こ
と
を
反
省
。
そ
の
う
え

険
の
要
介
護
認
定
の
デ
ー
タ
を
で
、
施
設
や
病
院
中
心
に
ケ
ア

知症な
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
こ
な
か

誹
欝
俳
縛
撤
蝋
瞬
雛
蝿
職
郷

支
く
１
厚

介
一
局
卵
如
卯
加

い
を
し
て
き
た
」
と
し
て
、
本

上
か
か
っ
て
い
る
。

同
省
は
海
上
寮
診
療
所
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
広
げ
、
入
院

を
減
ら
し
た
い
考
え
。
５
カ
年

計
画
に
は
、
早
期
診
断
な
ど
を

担
う
医
療
機
関
を
現
在
の
約
１

７
０
施
設
か
ら
５
０
０
施
設
に

増
や
す
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。

た
だ
訪
問
診
療
は
１
日
に
診
ら

れ
る
人
数
に
限
り
が
あ
る
う

え
、
入
院
と
比
べ
て
収
入
面
の

条
件
が
悪
い
。
こ
う
し
た
点
を

ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
普
及
に
向

け
た
カ
ギ
と
な
る
。

０
０
人
の
う
塩
、
実
際
に
精
神

科
病
院
に
入
院
し
た
の
は
約
鋤

人
に
と
ど
ま
る
と
い
う
。
家
族

や
施
設
か
ら
の
相
談
に
は
携
帯

電
話
で
対
応
し
て
お
り
、
や
す

ら
ぎ
園
の
田
辺
波
津
枝
施
設
長

は
「
通
院
に
付
き
添
う
だ
け
で

も
家
族
や
職
員
の
負
担
は
大
き

い
」
と
歓
迎
す
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
昭
年
に

認
知
症
で
精
神
科
病
院
に
入
院

し
た
人
は
５
万
２
千
人
で
、
１

９
９
６
年
（
２
万
８
千
人
）
の

２
倍
近
く
に
増
え
た
。
入
院
者

の
半
数
は
退
院
ま
で
に
半
年
以

舞
誇
熟
議
》
麟
閉
一
人
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
が

■
Ｆ
霊


